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　目旬被服構戒及ひ火習において＼t。通去9ヶ年の放育によゐ既習学力の差が｀問題
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　方法(1)全国家政系短大ヘアンケート用紙を配布し，解答ヽ古求めこれ左集計した。

　t2)本学矩大家武科の意識調査£行なった。

　鈴果　I)本学学生の意識とＬ了は，入学の勤機は人薇教養をあめゐためが
あった家庭におけゐ衣生活の現状は母や掌生の普段着は約均ま既製服を利用
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　3;授業時におけゐテキストの使用状況は．無記入をのぞき化は全仰の学校が使用
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　痢　ブ｀クウスの学校にお･ﾅゐ縫製時間につい7ii, 3～55時間1"あ'), これらの峙
間の学校作業と家庭作業の比率tみろと．7：３の割合グタガつTz.

　5) ノぐ7-ン放有色I了いた学校は全体の約2D％であ片^.


